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特集①

2015年10大ニュース

特集②

未来予想図

1/17、冬の奥球磨名物開催

奥球磨ロードレース告知

アイデアレシピコンテスト

下村婦人会市房漬の日

消防ラッパ吹奏大会

ラッパ班1部7連覇

【今月の表紙】

球磨一周駅伝大会



2015年

ゆのまえニュース　　
【特集①】

任期満了による湯前町長選挙が行われ、鶴田正已氏が
3期目となる再選を果たしました。町民が幸せを感じ
るまちを目指してまちづくりが進められています。

約430年前の姿を披露
八勝寺阿弥陀堂落成式

タブレット端末を使った高齢者の見守りや公民分館で
の健康づくりが試験的に行われました。10月からは
タブレットの使い方や写真の撮り方を学ぶための講座
も開かれるようになりました。

まちづくりに大学生が参加
湯前町オープンスクール開講

アニソン、サイン会、
コスプレにファン熱狂
2015ゆのまえ漫画フェスタ

東京都で開かれた全国青年大会郷土芸能の部。
湯前町青年団が太鼓踊りで最優秀賞を受賞し
ました。湯前でもパブリックビューイングが
開かれ、町民が団員の踊りを見守りました。

生まれ変わったB&Gで健康づくり
B&G健康づくり大会

人吉球磨10市町村が連名で申請した相良700年のストーリーが県内第1号
となる日本遺産に認定。全国から注目を浴びる中、日本遺産をテーマにした
シンポジウムや10市町村の広報担当者による合同特集も企画されました。

10市町村の文化を全国に
人吉球磨のストーリーが日本遺産に認定

4月24日1

2 活き活きと輝き誇れる
まちを目指して

4月27日 鶴田町政3期目スタート
国指定重要文化財「八勝寺阿弥陀堂」の保存修理
工事落成式が開かれ、たくさんの人が約430年前
の姿に戻った外観や堂内を見学しました。元横
綱大乃国の柴田山康さんの講演も開かれました。

3 ５月31日

4
８月１日〜

5

情報発信や福祉サービスにICT
ICTを使った取り組みが始動

８月８日〜

オープンスクールが開講し、大学生が町民と一緒
に話し合いながら、さまざまな町のイベントで活
動しています。参加者はことし2月に1年間の最
終発表をする予定です。

11月に二人が新しく湯前の仲間入りをしました。地
域おこし協力隊員は情報通信技術を使いながら、地域
の活動に協力して、湯前の魅力をたくさんの人に伝え
るために活動していきます。

まちづくりに
新たな風
二人の地域おこし協力隊を採用

11月２日〜
7

湯前町人口ビジョン・総合戦略策定委員会が取
りまとめた人口ビジョンと総合戦略を鶴田町
長へ答申しました。総合戦略では平成27年度
から平成31年までの5年間の基本目標や具体
的な施策がまとめてあります。

湯前町人口ビジョンと
総合戦略を策定

6 10月25日

湯前町青年団東方臼太鼓踊り
で全国最優秀賞
全国青年大会

9 11月15日

8 11月８日

改修したB＆G体育館のロビーやミーティングルーム
を使って、住民の健康を高めようと健康づくり大会が
開かれました。参加者はトランポリン、ウオーキング、
エクササイズ教室に加え、新機材を試しながら健康づ
くりをしていました。

10

新しく始まった町民や町職員によるコスプレに来場者
も笑顔。人気漫画家によるトークショーやサイン会、ア
ニソン歌手のライブなどに1万6千人が酔いしれました。

11月23日

ベスト10

当選証書を受け取る鶴田町長

ゆるキャラも登場し、落成を祝った

タブレットの
使い方を学ぶ住民

1年間活動する住民と学生たち

鶴田町長に答申した谷口幸範委員長（左）

懸命な姿で観客に感動を与えた団員ら

湯前にやってきた
明るく元気な隊員

コスプレを
した人でに
ぎわう祭り

トランポリンを
体験する子ども

「人吉球磨の思いは一つ」を合言葉に合同特集が作られた
（城泉寺阿弥陀如来像）
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予測
推移

昭 和 37 年 に 開 か れ
た 町 制 施 行 25 周 年
のときの写真。子ど
もから大人までたく
さんの人が湯前駅前
に集まっている。

湯前町の人口の推移と予測

昭和30年をピークに人口減少が続いている。何も対策をしなければ平成72年には1627人になるという予測が出ている

８
，７
６
８
人
の
に
ぎ
わ
い

　

湯
前
で
は
縄
文
・
弥
生
時
代
の
遺
跡
が
見

つ
か
り
、鎌
倉
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
国
指

定
の
重
要
文
化
財
も
た
く
さ
ん
建
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
明
治
時
代
に
な
る
と
林
業
が
盛
ん

に
な
り
、大
正
13
年
に
建
て
ら
れ
た
湯
前
駅

舎
は
、当
時
木
材
切
り
出
し
の
拠
点
で
し
た
。

　

商
店
街
も
盛
ん
で
、町
制
が
始
ま
っ
た
昭

和
12
年
に
は
染
田
・
中
里
地
区
に
１
０
０
店

ほ
ど
の
お
店
が
あ
り
ま
し
た
。
鍛
冶
・
金
物

が
15
店
あ
り
、職
人
の
町
と
し
て
も
知
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
昭
和
30
年
ご
ろ
に
水
上
村

の
市
房
ダ
ム
建
設
が
始
ま
り
、
人
口
は
８
，

７
６
８
人
に
。
宿
泊
、
飲
食
、
娯
楽
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
業
が
栄
え
ま
し
た
。
里
宮
神
社
で

開
か
れ
る
お
祭
り
に
は
多
く
の
露
店
が
並
び
、

毎
年
数
万
の
人
が
町
を
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

消
滅
の
可
能
性

　

市
房
ダ
ム
の
建
設
が
終
わ
る
な
ど
仕
事
も

減
っ
て
き
た
こ
と
で
、町
の
人
口
も
少
し
ず

つ
減
り
始
め
ま
し
た
。

　

民
間
有
識
者
で
つ
く
る「
日
本
創
成
会
議
」

が
昨
年
５
月
に
一
つ
の
デ
ー
タ
を
公
表
。
平

成
52
年
の
人
口
を
全
１
，８
０
０
の
市
区
町

村
別
に
ま
と
め
、そ
の
う
ち
８
９
６
市
町
村

が「
将
来
的
に
消
滅
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
」と

し
た
も
の
で
す
。
人
吉
球
磨
の
市
町
村
す
べ

て
が
当
て
は
ま
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
行
わ
れ

た
国
勢
調
査
の
速
報
で
は
本
町
の
人
口
は
３
，

９
０
０
人
に
ま
で
減
っ
て
い
ま
す
。

　

人
口
の
減
少
を
緩
や
か
に
し
よ
う
と
、国

は「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」を
つ
く
り
、

本
部
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
町
で
も
対
策
を

打
つ
た
め
に「
湯
前
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」と
今

後
５
年
間
の「
総
合
戦
略
」を
策
定
。
全
世
帯

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
、住
民
の
意
見
を
取

り
入
れ
な
が
ら
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

２
，１
４
８
人
を
目
指
し
て

　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
人

口
の
予
測
や
職
業
ご
と
、
年
齢
ご
と
の
人

口
な
ど
が
く
わ
し
く
分
析
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
い
く
と
平
成
47
年
に
は
人

口
３
，０
０
０
人
を
割
り
、平
成
72
年
に
は
１
，

６
２
７
人
な
る
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
進
学
・
就
職
を
す
る
と
き
に
若

者
が
町
外
へ
出
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
農
林
業
に
就
い
て
い
る
人
の
数
は
昭
和

60
年
か
ら
マ
イ
ナ
ス
45
㌫
。
高
齢
化
も
進
ん

で
い
て
、全
体
の
３
分
の
１
が
65
歳
以
上
、60

歳
以
上
が
半
分
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、町
の
出
生
率
は
１
・
91
人
で
す
が
、

出
生
率
を
２
・
10
人
ま
で
上
げ
、転
入
と
転
出

の
差
が
無
く
な
れ
ば
、平
成
72
年
の
町
の
人

口
は
２
，１
４
８
人
ま
で
増
え
る
と
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。

昭
和
12
年
に
湯
前
が
町
に
な
っ
て
か
ら
78
年
が
経
ち
ま
し
た
。

「
こ
ん
な
暮
ら
し
が
し
た
い
」。

き
っ
と
、だ
れ
も
が
胸
の
中
に
理
想
を
抱
え
て
い
ま
す
。

町
出
身
の
風
刺
漫
画
家
、那
須
良
輔
さ
ん
は
か
つ
て
、自
然
と
人
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
る
未
来
予
想
図
を
描
き
、自
分
の
夢
を
未
来
へ
託
し
ま
し
た
。

昨
年
、日
本
創
成
会
議
で
は
、「
消
滅
可
能
性
都
市
」の
デ
ー
タ
が

公
表
さ
れ
、地
方
の
自
治
体
に
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

私
た
ち
の
町
は
こ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
町
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

特 集

未
来
予
想
図

未
来
を
予
測
し
て
、町
は
今
動
き
始
め
る

総合戦略では子育てや雇用など４つの大
きな目標を掲げています。町の魅力を活
かしたさまざまな取り組みを行っていく
ことになりますが、まずはいかに人が流出
しない地域をつくっていくことができる
か。町で生まれた子どもたちが地域に残
るような仕組みが必要になっています。
総合戦略策定委員会

谷
たにぐち

口 幸
ゆきのり

範 委員長（59＝野中田2）

みらいよそうず

S40 S45 S50 S55
7,471人 6,634人 6,163人 6,038人
S60 H2 H7 H12
5,805人 5,514人 5,350人 5,018人
H17 H22 H27 H32
4,726人 4,375人 4,109人 3,735人
H37 H42 H47 H52
3,380人 3,058人 2,771人 2,511人
H57 H62 H67 H72
2,259人 2,024人 1,813人 1,627人

（人）
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第
１
回
の
住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
12
月
７
日
に
開
か
れ
、農
業

者
や
青
年
団
員
、子
育
て
世
代
、住

民
グ
ル
ー
プ
な
ど
約
25
人
の
住

民
が
参
加
。
参
加
者
は
、４
班
に

分
か
れ
て
話
し
合
い
、付
箋（
ふ
せ

ん
）紙
に
町
の
課
題
や
理
想
を
書

い
て
い
き
ま
し
た
。
湯
前
駅
周
辺

の
に
ぎ
わ
い
や
子
育
て
環
境
、雇

用
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
で
意

見
を
交
換
。
お
茶
や
お
菓
子
を

食
べ
な
が
ら
話
す
参
加
者
の
表
情

は
活
き
活
き
と
し
て
い
ま
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
こ
と
し
１
月

末
ま
で
に
計
４
回
開
催
。
課
題
を

解
決
す
る
た
め
の
具
体
的
な
プ
ラ

ン
を
練
り
上
げ
ま
す
。

「
暮
ら
し
た
い
」理
由

　

表
①
は
こ
と
し
６
月
、町
に
住

ん
で
い
る
高
校
生
に「
湯
前
で
暮

ら
し
た
い
と
思
う
理
由
は
？
」と

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、そ
の
答
え

を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。「
自
然

が
豊
か
だ
か
ら
」が
61
・
２
㌫
、「
親

族
が
暮
ら
し
て
い
る
か
ら
」が
49

㌫
、「
故
郷
に
愛
着
が
あ
る
か
ら
」

が
46
・
９
㌫
で
上
位
を
占
め
て
い

ま
す
。
高
校
生
活
は
こ
れ
か
ら
進

路
を
考
え
る
大
切
な
時
期
。
人
や

故
郷
を
大
切
に
思
う
こ
と
で「
こ

の
町
で
暮
ら
し
た
い
」と
い
う
気

持
ち
が
子
ど
も
た
ち
に
芽
生
え
る

の
で
す
。

こ
の
町
で
暮
ら
す
と
い
う
選
択

　

い
ろ
ん
な
対
策
で
人
口
減
少
を

緩
や
か
で
き
て
も
、町
の
人
口
が

少
し
ず
つ
減
っ
て
い
く
こ
と
は
事

実
で
す
。
し
か
し
、こ
の
町
に
は

た
く
さ
ん
の
希
望
が
あ
り
ま
す
。

仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
頑
張
る

人
、好
き
な
こ
と
に
励
む
人
、大
切

な
家
族
を
守
る
人
。
自
分
な
り
の

目
標
を
持
ち
、「
活
き
活
き
」と
輝

く
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

「
あ
る
も
の
探
し
」で

広
が
る
ア
イ
デ
ア

「
無
い
も
の
ね
だ
り
か
ら
あ
る
も
の
探
し
へ
」。

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
か
れ
、住
民
が「
こ
ん
な
風
に
な
っ
た

ら
良
い
な
」と
い
う
理
想
や「
こ
こ
を
も
っ
と
良
く
し

た
い
」と
い
う
町
の
課
題
な
ど
に
意
見
を
出
し
合
っ
て

い
ま
す
。

ことし６月、全町民にとったアンケート。
町に住んでいる高校生にも答えてもらった

①自分の思いをお互いに伝え合う参加者たち
②付箋紙一枚一枚に自分の考えを書いていく
③年齢、職業、いろんな人が意見を交わしている

大正時代から残る駅舎があるの
で、その雰囲気に合ったにぎわ
いをつくってほしいです。目標
としてきた15回目のひなまつ
り展で、保育園の鼓笛隊や青年
団の太鼓踊りなど、みんなと一
緒にイベントができれば活性化
にもつながると思います。

ひなの会　代表
山
やまうら

浦　艶
つ や こ

子さん（78＝下村）

東京都から来て2年半が経ちます
が、近所の人が野菜を分けてくれ
たり干していた洗濯物を取り込ん
でくれたりするほど人が温かいで
す。参加したくても後で知ること
が多いので、小さなイベントまで
ホームページに情報が載っている
と助かります。

Iターン者
那
な す の

須野　雅
ま さ こ

子さん（41＝野中田3）
物心つく前から家の仕事をしたいと思っていて、
高校を卒業して働き始めました。小さいころから
機械を扱うことに興味があり、水遊びより油遊び
が好きだったと親から聞いています。今は農業用
の機械の修理や販売をし、南九州を中心に各地に
出向いています。農繁期にはほとんど現場に出て
いますね。これからの目標は会社の２号店をつく
ること。整備士などの資格を取りながら、いろん
な仕事ができるように頑張りたいです。

い
ろ
ん
な
仕
事
が

で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い

私たちの夢が子どもたちの夢に

　将来、この町で生きていくことを選んでく

れる子どもは一体、どれぐらいいるのでしょ

うか。仕事や子育ての環境を整えるだけでな

く、この町への愛着がなければ、子どもたちが

その道を選ぶことはありません。自分の生ま

れ育った町を好きになってくれるために、私

たちには何ができるのでしょうか。

　それは町の人や物、私たち大人が湯前の良

さにたくさん気づき、町を愛すること。この

町で希望や夢を持って生きている大人たちの

背中を見て子どもは育ち、同じような気持ち

が根付いていきます。

　数えてみてください。あなたはこの町の良

さをいくつ知っていますか？湯前に住んでい

ることを誇りに思い、今を精一杯生きていく

ことで私たちの町の未来予想図が描かれてい

きます。

　　　　　　　　　　特集 未来予想図（完）−

高校生が湯前で暮らしたいと思う理由

※町にいる高校生の 76.3㌫が有効回答数

高校3年生のころぐらいから少しずつ家の仕事
を手伝っていました。今は牛にエサをあげたり、
小屋の修理、堆肥出しなどをやったりしていま
す。農家の集まりや、消防団、野球などで横のつ
ながりだけでなく、縦のつながりもたくさんでき
ました。今、町で農業をやっている若者が少ない
ので、「農業がしたい」という人を増やしたいです
ね。頑張った分だけ自分に返ってくるという魅
力を伝えていきたいです。

（有）椎葉農機商会

椎
し い ば

葉　浩
ひ ろ き

樹さん
（24＝下染田）

農
業
を

魅
力
的
な
職
業
に

家
業
を
受
け
継
ぐ
若
者
た
ち

畜産農家

中
なかがま

釜　由
ゆうせい

晴さん
（23＝下染田）

表①

①

③ ②

住民の声
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新年明けましておめでとうございます
町民の皆さまにおかれましては
本年もお健やかに新春をお迎えのことと
およろこび申し上げます
昨年もまちづくりに多大なお力添えを
賜りましたことに厚くお礼申し上げます

新年のごあいさつ
「
ゆ
の
ま
え
が
好
き
」と

思
え
る
ま
ち
づ
く
り

　

昨
年
、本
町
を
は
じ
め
、全
国
ほ
と
ん

ど
の
自
治
体
が「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
法
」に
よ
る
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合

戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。
現
在
、人
口

減
少
を
緩
や
か
に
し
、地
域
活
性
化
を

目
指
し
て
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
国

は「
頑
張
る
地
方
」へ
の
支
援
策
を
平
成

27
年
度
補
正
予
算
案
に
盛
り
込
み
、す

で
に
新
型
交
付
金
を
平
成
28
年
度
か
ら

導
入
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。「
強

い
経
済
」「
夢
を
つ
む
ぐ
子
育
て
支
援
」

「
安
心
に
つ
な
が
る
社
会
保
障
」の「
新
・

三
本
の
矢
」を
実
現
さ
せ
る
た
め
、だ
れ

も
が
活
躍
で
き
る「
一
億
総
活
躍
社
会

プ
ラ
ン
」も
こ
と
し
春
に
取
り
ま
と
め

る
予
定
で
す
。「
地
方
創
生
」と
併
せ
て
、

地
方
の
す
み
ず
み
ま
で
活
力
の
あ
る
日

本
経
済
を
目
指
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
人
口
は
何
も
対
策
を
打
た
な
け

れ
ば
10
年
後
に
は
３
，３
８
０
人
、20
年

後
に
２
，７
７
１
人
、45
年
後
の
平
成
72

年
に
は
１
，６
２
７
人
に
な
る
と
い
う

予
測
が
出
て
い
ま
す
。
昨
年
の
国
勢
調

査
の
集
計
速
報
で
は
町
の
総
人
口
３
，

９
９
０
人
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。

現
在
、人
口
減
少
が
予
測
よ
り
３
年
ほ

ど
前
倒
し
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
５
年
間
、新
た
に
策
定
し
た
総

合
戦
略
の「
持
続
的
で
魅
力
の
あ
る
雇

用
」「
人
材
の
流
出
の
抑
制
」「
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
の
希
望
を
叶
え
、笑
顔
が
あ

ふ
れ
る
地
域
」「
誇
り
を
持
ち
、安
心
安

全
な
暮
ら
し
」と
い
う
４
つ
の
柱
を
中

心
に
活
性
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

住
民
・
企
業
と
協
同
の

に
ぎ
わ
い
づ
く
り

　

平
成
26
年
３
月
に
運
行
を
開
始
し
た

く
ま
川
鉄
道
の
新
型
車
両「
田
園
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
」で
、観
光
客
の
入
り
込
み
も

増
え
て
い
ま
す
。
大
正
13
年
と
い
う
歴

史
を
持
つ
湯
前
駅
は
終
着
駅
・
始
発
駅

と
し
て
観
光
客
が
長
い
時
間
立
ち
寄
る

こ
と
が
で
き
る
駅
で
す
。ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
で
町
民
の
皆
さ
ま
に
ご
意
見
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、町
の
特
色
あ
る
地

域
資
源
を
活
用
し
て
、駅
周
辺
の
に
ぎ

わ
い
を
創
出
し
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス
中
段
広
場
で
は
地

元
の
民
間
事
業
者
３
社
と
連
携
し
、地

元
の
球
磨
杉
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
コ

テ
ー
ジ
３
棟
を
新
し
く
整
備
し
て
い
ま

す
。
林
業
事
業
者
と
一
体
に
な
っ
て
行

う
湯
前
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
も
始

ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　町
の
文
化
を
全
国
へ

　

本
町
を
含
む
、人
吉
球
磨
地
域
の
ス

ト
ー
リ
ー
が
昨
年
４
月
、文
化
庁
か
ら

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
大
き

な
争
い
や
災
害
も
な
く
、文
化
を
守
り

続
け
て
き
た
先
代
か
ら
受
け
継
い
だ
大

切
な
財
産
で
す
。
魅
力
あ
る
歴
史
的
ス

ト
ー
リ
ー
と
地
域
に
あ
る
文
化
財
を
活

用
し
て
、地
域
活
性
化
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

湯
前
中
学
校
の
伝
統
文
化
の
継
承
活

動
は
昨
年
で
11
回
目
を
迎
え
、熊
本
県

庁
に
て
そ
の
活
動
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

湯
前
町
青
年
団
は
全
国
の
舞
台
で
東
方

臼
太
鼓
踊
り
を
披
露
し
、最
優
秀
賞
を

受
賞
す
る
な
ど
、若
者
の
活
躍
が
め
ざ

ま
し
い
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
今
後
、

さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

「
町
民
総
活
躍
時
代
」到
来

　

町
に
あ
る
資
源
を
磨
き
、実
績
を
検

証
し
て
、続
け
て
い
く
こ
と
。
地
方
創

生
の
チ
ャ
ン
ス
は
町
の
中
に
あ
り
ま
す
。

町
民
が
活
き
活
き
と
輝
き
、誇
り
に
思
え

る
よ
う
な
町
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
発
揮

で
き
れ
ば
、必
ず
道
は
開
か
れ
ま
す
。
今
、

ま
さ
に
一
人
一
人
が
主
役
と
な
る「
町
民

総
活
躍
」の
時
代
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
、こ
と
し
１
年
が
町
民
の
皆

さ
ま
に
と
っ
て
健
や
か
で
輝
か
し
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
、心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
、年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

平
成
28
年　

元
旦

湯
前
町
総
合
戦
略
本
格
始
動

　
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部
」が

国
に
設
置
さ
れ
て
か
ら
１
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
こ
の
間
、昨
年
10
月
末
ま
で
に

都
道
府
県
で
36
団
体（
81
㌫
）、市
区
町

村
で
７
７
３
団
体（
44
㌫
）が
、そ
れ
ぞ

れ
の
地
形
、地
域
性
、独
自
性
な
ど
を
考

慮
し
た
、住
民
の
住
民
に
よ
る
住
民
の

た
め
の「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、先
人
が
残

し
て
く
れ
た
地
域
資
源
、農
地
・
林
業
資

源
な
ど
を
原
動
力
に
し
た
、湯
前
町
総

合
戦
略
を
策
定
し
、具
体
的
な
事
業
を

進
め
て
い
ま
す
。
子
育
て
支
援
に
力
を

注
ぎ
、地
域
全
体
で
成
長
を
見
守
っ
た

子
ど
も
た
ち
が
、本
町
を
離
れ
、そ
の
ま

ま
都
会
へ
住
ま
ざ
る
を
え
な
い
環
境
を

改
善
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後

５
年
間
で
人
口
減
少
を
少
し
で
も
抑
制

し
、町
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
末
永

く
住
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
執
行
部
と

と
も
に
全
力
を
注
い
で
い
く
所
存
で
す
。

住
民
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り

　

昨
今
、国
会
議
員
・
地
方
議
員
を
問
わ

ず
、議
員
に
対
し
て
不
信
感
や
疑
念
を

持
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
の
背
景
に
は
政
治
資
金
問
題
、政
務

活
動
費
使
途
不
明
、児
童
買
春
問
題
な

ど
、新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら

れ
る
よ
う
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

議
会
の
本
来
の
役
割
は
、町
執
行
部

が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
適
切
に

執
行
で
き
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
声
を

反
映
し
た
政
策
提
言
を
行
う
こ
と
で
す
。

私
た
ち
議
員
は
、有
権
者
で
あ
る
皆
さ

ま
か
ら
の
一
票
を
預
か
り
、住
民
の
代

表
者
と
し
て
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め

に
、ま
ち
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い

る
わ
け
で
す
。

　

平
成
24
年
11
月
の
改
選
か
ら
３
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
今
一
度
、議
員
一
人
一

人
が
初
心
に
帰
っ
て
、私
た
ち
に
与
え

ら
れ
た
職
責
を
全
う
す
る
よ
う
、努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

若
者
・
女
性
の
参
政
を

　

昨
年
４
月
に
全
国
各
地
で
行
わ
れ
た

統
一
地
方
選
挙
で
は
、投
票
率
が
最
低

を
更
新
し
た
自
治
体
が
多
く
、無
投
票

当
選
を
果
た
し
た
首
長
や
議
員
が
多

か
っ
た
こ
と
は
皆
さ
ま
ご
承
知
の
と
お

り
で
す
。
特
に
若
者
の
政
治
へ
の
対
す

る
関
心
度
が
低
く
、20
代
の
投
票
率
が

低
い
状
況
で
す
。
原
因
と
し
て
考
え
ら

れ
る
こ
と
は
、議
員
へ
の
対
す
る
不
信

感
や
疑
念
が
あ
る
ほ
か
、若
者
や
女
性

が
政
治
に
参
加
し
や
す
い
環
境
が
整
っ

て
い
な
い
こ
と
が
原
因
だ
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
時
代
が
変
わ
り
、農
林
業
者
や

自
営
業
者
が
減
少
す
る
中
で
、議
員
職

を
専
業
と
す
る
場
合
、４
年
に
１
度
は

選
挙
が
あ
り
ま
す
。
専
業
で
生
活
し
て

い
く
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、子
育
て
世

代
の
若
者
に
と
っ
て
立
候
補
す
る
こ
と

は
厳
し
い
状
況
で
す
。
今
後
、国
を
挙

げ
て
若
者
や
女
性
な
ど
幅
広
い
層
に
立

候
補
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
と
し
11
月
は
本
町
の
議
員
改
選
の

年
で
す
。
町
の
将
来
の
た
め
、「
こ
れ
か

ら
も
住
み
続
け
た
い
ゆ
の
ま
え
」づ
く

り
の
た
め
に
、若
者
や
女
性
の
立
候
補

者
が
増
え
る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
い
ま

す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、町
民
皆
さ

ま
の
ご
多
幸
と
、本
年
が
皆
さ
ま
に
と

り
ま
し
て
飛
躍
の
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、年
頭
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
28
年　

元
旦

新年明けましておめでとうございます

町民の皆さまにおかれましては

希望を胸に、輝かしい新春をお迎えのことと

心からおよろこび申し上げます

湯前町議会議長　山 下　力 湯前町長　　鶴 田 正 已
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湯
前
町
は
３
チ
ー
ム
が
出
場
し

ま
し
た
。
Ａ
チ
ー
ム
は
５
位
で
た

す
き
を
受
け
た
６
区
栗く
り
は
ら原
泉い

ず
み

選

手（
湯
前
中
２
年
＝
上
染
田
）が
区

間
２
位
の
走
り
で
順
位
を
一
つ
あ

げ
る
と
、８
区
樅も
み
の
き木
謙け

ん
ゆ
う雄
選
手（
30

＝
古
城
区
出
身
）が
区
間
賞
の
走

り
で
怒
と
う
の
追
い
上
げ
を
見
せ

ま
し
た
。
湯
前
Ｂ
チ
ー
ム
は
昨
年

か
ら
７
つ
順
位
を
上
げ
る
11
位
、

湯
前
Ｃ
チ
ー
ム
は
４
つ
順
位
を
上

げ
る
17
位
で
ゴ
ー
ル
す
る
な
ど
、

全
員
が
最
後
ま
で
全
力
を
出
し
た

レ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。
町
民
は

精
一
杯
の
声
援
と
拍
手
で
選
手
た

ち
を
応
援
し
て
い
ま
し
た
。

〈
総
合
成
績
〉

①
錦
町
Ａ　
　

２
時
間
54
分
07
秒

②
あ
さ
ぎ
り
Ａ　

３
時
間
01
分
秒

③
人
吉
Ａ　
　

３
時
間
02
分
09
秒

④
多
良
木
Ａ　

３
時
間
02
分
20
秒

⑤
湯
前
Ａ　
　
３
時
間
03
分
02
秒

⑪
湯
前
Ｂ　
　
３
時
間
14
分
57
秒

　
（�

平
川
裕
典
、山
崎
隼
汰
、椎
葉

太
、赤
池
泰
誠
、椎
葉
直
斗
、多

田
華
歌
、間
下
法
慈
、椎
葉
翔

太
）

⑰
湯
前
Ｃ　
　
３
時
間
22
分
30
秒

　

�（
北
崎
順
也
、森
川
勝
己
、ギ
ャ

レ
ッ
ト・ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド・オ
ル

ソ
ン
、橋
本
康
平
、溝
下
寛
明
、柳

瀬
り
ん
、大
野
慎
也
、本
田
裕
亮
）

〈
個
人
成
績
〉

■
湯
前
Ａ

※（
通
過
順
位
）〔
区
間
順
位
〕

▽
１
区（
８
・
75
㌔
）

　

多
田　

恵
太　

30
分
05
秒

（
５
）〔
５
〕

▽
２
区（
４
・
35
㌔
・
中
学
生
）

　

渋
谷　

優
斗　
　

15
分
04
秒

（
５
）〔
16
〕

▽
３
区（
５
・
88
㌔
）

　

工
藤　

祐
二　

20
分
52
秒

（
４
）〔
７
〕

▽
４
区（
７
・
70
㌔
）

　

大
平　

修
市　

27
分
03
秒

（
５
）〔
５
〕

▽
５
区（
６
・
97
㌔
）

　

工
藤　

孝
昭　

24
分
31
秒

（
５
）〔
５
〕

▽
６
区（
２
・
30
㌔
・
女
子
）

　

栗
原　

泉　

07
分
56
秒（

４
）〔
２
〕

▽
７
区（
７
・
57
㌔
）

　

椎
葉　

祐
介　

25
分
11
秒

（
６
）〔
６
〕

▽
８
区（
９
・
43
㌔
）

　

樅
木　

謙
雄　

30
分
37
秒

（
５
）〔
１
〕

Zoom Up Activity 第
63
回
球
磨
一
周
駅
伝
市
町

村
対
抗
熊
日
駅
伝
大
会
は
12

月
20
日
、人
吉
市
の
人
吉
城
跡

ふ
る
さ
と
歴
史
広
場
前
を
ス

タ
ー
ト
、ゴ
ー
ル
と
す
る
８
区

間
、52
・
65
㌔
の
コ
ー
ス
で
あ
り
、

人
吉
球
磨
９
市
町
村
、21
チ
ー

ム
が
出
場
。
湯
前
Ａ
は
ト
ッ
プ

と
８
分
55
秒
差
の
５
位
で
ゴ
ー

ル
し
ま
し
た
。

第
63
回
球
磨
一
周
駅
伝
大
会

人吉球磨 9 市町村 21 チームが競い合った

Bチーム（1区北崎選手、2区森川選手）チームの心を一つに

全力でたすきをつないだ
3 区工藤祐選手と受け取る 4 区大平選手

5区工藤孝選手からたすきを受け、どんどん
スピードを上げていった6区栗原選手

猛烈な追い上げで区間賞を受賞した 8 区樅木選手

町民も笑顔で応援

湯
前
Ａ
、５
位
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消
防
ラ
ッ
パ
吹
奏
技
術
や
規
律

の
意
識
を
高
め
る
た
め
に
２
年
に

一
度
開
か
れ
、県
消
防
協
会
球
磨

支
部
が
主
催
、同
協
会
人
吉
支
部

が
共
催
し
て
い
ま
す
。
第
１
部
で

は
指
定
曲
と
選
択
曲
を
10
市
町
村

と
個
人
24
人
が
吹
奏
。
本
町
は
連

覇
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
る
中
、

き
び
き
び
と
し
た
規
律
と
息
の

合
っ
た
吹
奏
を
披
露
し
、審
査
員

を
う
な
ら
せ
ま
し
た
。

■
成
績

【
第
１
部
】

▽
団
体　

①
湯
前
町

②
相
良
村

③
あ
さ
ぎ
り
町

　

※
敢
闘
賞　

人
吉
市

▽
個
人

①
那
須
由
香（
湯
前
町
）

②
荒
川
千
尋（
あ
さ
ぎ
り
町
）

③
池
田
晃
一
朗（
錦
町
）

　

※
敢
闘
賞　

池
田
国
大（
相
良
村
）

【
第
２
部
】

▽
団
体

①
相
良
村

②
あ
さ
ぎ
り
町

③
錦
町

　
※
敢
闘
賞　
湯
前
町

▽
個
人

①
中
村
恵
理
子（
あ
さ
ぎ
り
町
）

②
野
口
貴
代（
山
江
村
）

③
渡
辺
謙
一（
あ
さ
ぎ
り
町
）

　

※
敢
闘
賞　

守
永
幸
太
郎（
錦
町
）

　

３
・
４
年
生
、１
・
２
年
生
、５
・
６
年
生

の
順
に
ス
タ
ー
ト
。
始
ま
る
前
に
は「
頑

張
る
ぞ
！
」と
手
を
つ
き
上
げ
、全
員
で
気

合
い
を
入
れ
ま
し
た
。
２
・
６
㌔
の
コ
ー

ス
を
走
る
５
・
６
年
生
の
部
で
は
橋は
し
も
と本

颯そ
う
た汰
く
ん（
同
校
５
年
＝
中
里
１
）が
９
分

42
秒
の
新
記
録
で
み
ご
と
１
位
に
輝
き
ま

し
た
。
各
ク
ラ
ス
上
位
者
が
表
彰
さ
れ
、

自
分
の
目
標
タ
イ
ム
と
実
際
の
タ
イ
ム
の

差
が
５
秒
以
内
の
36
人
が
ぴ
た
り
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
沿
道
で
は
保
護
者
や
住
民

が
集
ま
り
、児
童
に
た
く
さ
ん
の
声
援
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

湯前小持久走大会 平
成
27
年
度
の
湯
前
小
持
久
走
大
会

は
11
月
28
日
、同
校
運
動
場
を
ス
タ
ー

ト・
ゴ
ー
ル
に
開
か
れ
、児
童
１
９
０

人
が
自
分
の
目
標
タ
イ
ム
を
目
指
し

て
町
内
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

各
ク
ラ
ス
の
平
均
タ
イ
ム
で
競
う

ロ
ー
ド
レ
ー
ス（
３
㌔
）に
は
男
子
26
人
、

女
子
20
人
の
生
徒
が
出
場
し
ま
し
た
。

各
ク
ラ
ス
の
チ
ー
ム
平
均
順
位
で
競
う

駅
伝
で
は
３
選
手
が
区
間
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
、３
年
生
が
意
地
を
み
せ
、３
年

２
組
Ｂ
チ
ー
ム
が
駅
伝
競
走
の
部
と
平

均
ス
ピ
ー
ド
の
部
で
１
位
に
な
り
ま
し

た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
生
徒
た
ち
が
選

手
を
最
後
ま
で
応
援
す
る
姿
が
あ
り
ま

し
た
。

湯
前
中
学
校
内
ロ
ー
ド
レ
ー
ス・
駅

伝
大
会
は
12
月
18
日
、同
校
運
動
場

を
ス
タ
ー
ト・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
と
し

て
開
か
れ
、全
校
生
徒
98
人
が
ク
ラ

ス
の
き
ず
な
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

湯前中学校校内ロードレース・駅伝大会

目標目指して全力疾走NO.2

　

取
り
組
み
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
っ
て
町
の
情
報
発
信
を

進
め
る
た
め
の
も
の
で
、町
民

や
ゆ
の
ま
え
大
学
の
学
生
、熊

本
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
を
専
門
と
す

る「
Ａ
ｐ
ｐ
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｅ（
ア

プ
リ
ー
グ
）」の
メ
ン
バ
ー
が
参

加
。
初
日
は
町
職
員
が
特
産
品

や
観
光
場
所
な
ど
の
町
の
現
状

説
明
し
た
あ
と
、参
加
者
は
町

内
を
回
り
、見
つ
け
た
素
材
や

ア
イ
デ
ア
を
紙
に
書
き
出
し
て

い
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
ア
イ
デ
ア
を
絞
り
、

４
班
に
分
か
れ
て
サ
ー
ビ
ス
を

実
現
す
る
た
め
の
企
画
書
を
作

り
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は「
町

民
の
笑
顔
を
掲
載
す
る
ア
プ

リ
」「
町
民
の
ア
イ
デ
ア
を
掲
載

す
る
ア
プ
リ
」「『
お
っ
ぱ
い
』に

か
か
わ
る
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
し

て
若
者
の
交
流
を
促
す
ア
プ

リ
」「
漫
画
を
使
っ
て
湯
前
の
観

光
案
内
を
す
る
ア
プ
リ
」な
ど

の
町
の
特
徴
を
活
か
し
た
提
案

を
し
て
い
ま
し
た
。
同
協
議
会

は
ア
イ
デ
ア
を
実
現
す
る
た
め

に
補
助
金
な
ど
を
使
っ
て
ア
プ

リ
開
発
を
進
め
て
い
く
予
定
で

す
。

町×専門家×学生
力を合わせて
アイデア出し

観光アプリ開発ワークショップNO.3

町ICT（情報通信技術）利活用推進協議会が主催する観
光アプリ開発のワークショップが11月28日から12月
20日までに計４回、湯楽里合宿棟で開かれ、60人が参加
し、観光の情報を発信するためのサービスを考えました。

球磨人吉消防ラッパ吹奏大会NO.1
　

第
22
回
球
磨
人
吉
消
防

ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
は
12
月
６

日
、あ
さ
ぎ
り
町
須
恵
文
化

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、湯
前
町
が

第
１
部
団
体
で
７
連
覇
を
達

成
、那な

す須
由ゆ

か香
さ
ん（
41
＝
植

木
）が
個
人
の
部
を
制
し
、ダ

ブ
ル
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

湯
前
町
第
１
部

７
連
覇

個
人
も
制
す

息の合った音色を会場に響かせた

目標タイムを目指して全力で走る児童ら

たくさんの応援を受けながら走る生徒

4班に分かれて、それぞれの視点で意見を出し合う参加者

デザインや ICT、
それぞれ専門的
な知識や技術を
活かして資料を
作った
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レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
は「
わ
が

家
の
晩
ご
は
ん
」「
わ
た
し
の
お
や

つ
」が
テ
ー
マ
と
し
て
あ
た
え
ら

れ
、持
ち
込
ま
れ
た
30
点
の
味
や

見
た
目
を
漫
画「
ク
ッ
キ
ン
グ
パ

パ
」の
作
者
、う
え
や
ま
と
ち
さ
ん

や
人
吉
市
の
郷
土
家
庭
料
理「
ひ

ま
わ
り
亭
」
の
本
田
節
代
表
、
鶴

田
正
已
町
長
な
ど
が
審
査
し
ま
し

た
。
最
優
秀
賞
の
下
村
婦
人
会

賞
に
は
山や
ま
う
ら浦
艶つ

や
こ子
さ
ん（
78
＝
下

村
）の「
寒
つ
ば
き
」、柚
子
マ
ー
マ

レ
ー
ド
を
使
っ
た
森も
り
た田

真ま

と

か
音
香
さ

ん（
28
＝
上
村
）の「
柚
子
マ
ー
マ

工
夫
を
凝
ら
し
た
漬
け
物
レ
シ
ピ
多
数

市房漬け記念の日NO.4

「
市
房
漬
の
日
」感
謝
祭
は
11
月
22
日
に
下
村
婦
人

会
市
房
加
工
組
合
で
開
か
れ
、同
組
合
の
漬
け
物
を

使
っ
た
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
や
オ
ン
ラ
イ
ン
料
理

教
室
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

レ
ー
ド
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
」が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

町
は
今
年
度
か
ら
中
猪
地
区
の

空
き
家
を
う
え
や
ま
さ
ん
の
ア
ト

リ
エ
と
し
て
活
用
。
ア
ト
リ
エ
で

は
う
え
や
ま
さ
ん
に
よ
る
ま
ん
が

体
験
教
室
と
オ
ン
ラ
イ
ン
料
理
教

室
が
開
か
れ
ま
し
た
。
加
工
場
と

ア
ト
リ
エ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

つ
な
ぎ
、う
え
や
ま
さ
ん
が
加
工

場
で
具
に
漬
け
物
を
使
っ
た
コ

ロ
ッ
ケ
の
作
り
方
を
披
露
。
参
加

者
は
ア
ト
リ
エ
側
で
実
際
に
料
理

を
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

▽
山
浦
艶
子「
寒
つ
ば
き
」、

▽
森
田
真
音
香「
柚
子
マ
ー

マ
レ
ー
ド
シ
ュ
ー
ク

リ
ー
ム
」

▽
林
泰
広「
柚
子
み
そ
ア
イ

ス
モ
ッ
フ
ル
添
え
」

▽
三
宅
ト
ミ
子「
大
人
の
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
し
」

▽
西
美
記
子「
き
り
し
ぐ
れ

お
こ
し
」

▽
岩
野
君
枝「
う
ず
ま
き
肉

し
の
だ
」

▽
池
田
タ
メ
子「
梅
ま
く
ら

寒
天
」

▽
田
山
隆
代「
柚
子
マ
ー
マ

レ
ー
ド
と
か
ぼ
ち
ゃ
＆

生
ク
リ
ー
ム
」

▽
谷
川
好
子「
な
す
の
か
ら

し
漬
天
ぷ
ら
」、

▽
石
見
早
子「
柚
子
マ
ー
マ

レ
ー
ド
ね
っ
た
ん
ぼ
」

▽
田
山
厚
子「
柚
子
み
そ
入

り
の
ロ
ー
ル
巻
」

　

12
月
９
日
に
は
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム「
福
寿
荘
」
で
も
ち
つ
き
が

行
わ
れ
、利
用
者
約
80
人
と
同
物
資

納
入
組
合
員
９
人
、水
上
村
湯
山
小

学
校
児
童
13
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

利
用
者
が「
よ
い
し
ょ
！
」、「
頑
張

れ
！
」と
、も
ち
を
つ
く
組
合
員
や
児

童
を
応
援
。
つ
き
手
は
か
け
声
に
合

わ
せ
て
リ
ズ
ム
よ
く
も
ち
を
つ
い
て

い
ま
し
た
。

　

慈
光
保
育
園
の
も
ち
つ
き
は
12

月
10
日
に
同
園
で
行
わ
れ
、
園
児

１
０
６
人
と
３
歳
〜
年
長
児
の
祖
父

母
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
園
児
た

ち
は「
右
足
を
引
い
て
構
え
て
」な
ど

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、大

人
と
一
緒
に
一
人
３
回
ず
つ
も
ち
を

つ
き
ま
し
た
。
湯
前
保
育
園
の
も

ち
つ
き
は
12
月
22
日
に
、同
園
で
開

か
れ
、３
歳
児
以
上
の
45
人
の
園
児

が
一
人
ず
つ
も
ち
を
つ
き
ま
し
た
。

み
ん
な
で
も
ち
つ
き
の
歌
を
歌
い
、

「
ペ
ッ
タ
ン
」と
良
い
音
が
出
る
と
園

児
た
ち
は
う
れ
し
そ
う
に
笑
っ
て
い

ま
し
た
。

老若男女が新年祝う

受
賞
者
と
作
品
名

　
下
村
婦
人
会
賞

　
う
え
や
ま
と
ち
賞

　
幸・感
謝
賞

　
市
房
漬
賞

　
だ
ん
だ
ん
な
ぁ
賞

こ
の
ほ
ど
町
内
一
帯
で
伝
統
の

も
ち
つ
き
が
行
わ
れ
、子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
が
一
緒
に
な
っ

て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

各地でもちつきNO.5 オンラインで開かれたうえやまとちさんの料理教室

試食しながら作品を審査する審査員たち

具に漬け物を使ったコロッケ

利用者のかけ声に合わせてもちつき（福寿荘）

みんなで仲良くもちつきを楽しんだ（湯前保育園） 保護者と一緒にもちつきを楽しむ園児
（慈光保育園）
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■１カ月のできごと

January 　February 　March 　April 　May 　June 　July　　August 　September 　October 　November 　December

湯前町長賞に佐々木凜人くん
「税に関する作品」表彰

　

平
成
27
年
度「
税
に
関
す
る
作
品
」の
表
彰
が
12
月

４
日
、湯
前
小
学
校
で
行
わ
れ
、佐さ

さ

き
々
木
凜り

ん
と人

く
ん

（
同
校
１
年
＝
上
里
３
）が
習
字
の
部
で
湯
前
町
長
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

表
彰
は
子
ど
も
た
ち
に
税
へ
の
興
味
を
持
っ
て

ほ
し
い
と
人
吉
球
磨
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会

（
末
次
美
代
会
長
）が
主
催
。
習
字
の
部
で
は
学
年
ご

と
に
テ
ー
マ
が
決
め
ら
れ
、佐
々
木
く
ん
は
大
き
さ

や
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
て「
ぜ
い
」の
文
字
を
書
き
ま

し
た
。
佐
々
木
く
ん
は「（
賞
を
も
ら
っ
て
）う
れ
し

か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
習
字
が
う
ま
く
な
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
８
日
に
ま
ん
が
美
術
館
一
帯
で
開
催
さ

れ
た
、２
０
１
５
ゆ
の
ま
え
漫
画
フ
ェ
ス
タ
の
会
場

内
に
も
佐
々
木
く
ん
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

12月４日（金）

町長から表彰を受ける佐々木くん

大きな声や動きで発表
湯前保育園発表会

　

平
成
27
度
湯
前
保
育
園（
東
理
絵
園
長
）の
発
表
会

が
12
月
５
日
に
同
園
で
開
か
れ
、89
人
の
園
児
が
合

唱
や
劇
、ダ
ン
ス
な
ど
を
保
護
者
ら
に
披
露
し
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
わ
が
子
の
成
長
を
目
に
焼
き
つ
け
よ
う

と
た
く
さ
ん
の
保
護
者
ら
が
駆
け
つ
け
、会
場
は
満

員
。
園
児
た
ち
は
保
育
士
が
手
が
け
た
衣
装
を
身
に

ま
と
い
、ク
ラ
ス
ご
と
に
合
奏
や
遊
戯
、劇
な
ど
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

も
も
組（
１
、２
歳
児
）の
遊
戯「
す
す
め
だ
ん
ご
む

し
」で
は
帽
子
や
茶
色
の
衣
装
に
着
替
え
た
園
児
が

踊
り
、会
場
か
ら「
か
わ
い
い
」と
の
声
が
た
く
さ
ん

上
が
り
ま
し
た
。
さ
く
ら
組（
年
長
児
）の
劇「
桃
太

郎
」で
は
、園
児
た
ち
が
台
詞
を
間
違
わ
ず
、大
き
な

声
と
動
き
を
披
露
し
、立
派
な
発
表
に
会
場
か
ら
は

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

12月5日（土）

元気いっぱいの発表をした園児たち

　

湯
前
町
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
会（
那
須
清
文
会
長
）

は
12
月
14
日
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
で
得
た
収
益
金
の
一
部
を
町
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
附
し
ま
し
た
。

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
は
12
月
12
日
に
湯
前
町
商
工
会
館

で
開
か
れ
、人
吉
球
磨
郡
市
内
か
ら
約
50
人
が
参
加
。

開
催
は
こ
と
し
で
４
回
目
。
参
加
者
は
会
場
内
で
流

れ
て
い
る
曲
に
合
わ
せ
て
踊
り
、カ
ラ
オ
ケ
や
料
理

も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
那
須
会
長
は「
こ
と
し
は

人
数
も
多
く
、と
て
も
盛
り
上
が
っ
た
。（
寄
付
金

は
）町
の
福
祉
の
た
め
に
使
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

愛
好
会
の
メ
ン
バ
ー
は
現
在
８
人
。
稲い

な
だ田

實み
の
るさ

ん（
66
＝
馬
場
）を
講
師
に
生
涯
学
習
教
室
や
公
民
分

館
で
毎
月
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

12月14日（月）

収益金を寄附した那須会長（右）と会員の加藤ミエ子さん

ダンス愛好会が収益金を寄附
チャリティー社交ダンスパーティー

消費者も表示をチェック
　１日食品衛生監視

　

人
吉
球
磨
食
品
衛
生
協
会（
下
瀬
重
次
会
長
）の
１

日
食
品
衛
生
監
視
は
12
月
１
日
、湯
前
町
一
帯
で
行

わ
れ
、同
協
会
の
指
導
員
や
湯
前
町
、水
上
村
の
住
民

ら
18
人
が
、各
事
業
所
の
衛
生
や
適
正
な
表
示
が
さ

れ
て
い
る
か
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
商
工
会
館
で
手
洗
い
や
適
正
表
示
な
ど

の
知
識
を
学
び
、ク
マ
レ
イ（
株
）、サ
ン
ロ
ー
ド
、Ａ

コ
ー
プ
を
視
察
。
ス
ー
パ
ー
で
は
肉
、魚
な
ど
の
食

材
の
表
示
を
指
導
員
と
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
参
加

し
た
林

は
や
し

敦あ
つ
こ子
さ
ん（
48
＝
下
城
）は「
い
つ
も
は
産
地

ぐ
ら
い
し
か
見
な
い
が
、あ
ら
た
め
て
表
示
を
見
る

と
い
ろ
ん
な
こ
と
が
書
い
て
あ
っ
た
。
子
ど
も
が
い

る
家
庭
な
ど
た
く
さ
ん
の
人
が
表
示
を
確
認
す
る
よ

う
に
な
れ
ば
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

12月１日（火）

食品の表示をチェックする住民

打で圧倒、湯前クラブV奪回
城南地区シニア野球大会

　

第
19
回
城
南
地
区
シ
ニ
ア
野
球
大
会（
満
50
歳
以

上
）の
決
勝
戦
が
21
日
に
開
か
れ
、湯
前
ク
ラ
ブ（
川
﨑

菊
男
監
督
）が
八
代
エ
ン
ゼ
ル
実
年
を
７
︱
０
の
コ
ー

ル
ド
で
破
り
、２
年
ぶ
り
の
優
勝
を
決
め
ま
し
た
。

　

今
大
会
は
13
チ
ー
ム
が
出
場
。
決
勝
戦
の
初
回
に

４
番
澁し
ぶ
や谷
明あ

き
ひ
こ彦
選
手
、５
番
中な

か
ぞ
の園
誠せ

い
じ二
選
手
の
連
続

タ
イ
ム
リ
ー
で
先
制
し
、得
点
を
重
ね
ま
し
た
。
投

げ
て
は
税さ
い
し
ょ所
義よ

し
は
る治
選
手
が
５
回
途
中
ま
で
ノ
ー
ヒ
ッ

ト
ピ
ッ
チ
ン
グ
。
６
回
コ
ー
ル
ド
で
、み
ご
と
優
勝

旗
を
湯
前
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

■
試
合
結
果

１
回
戦
：
八
代
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス（
八
代
市
）　

10-

３ 

２
回
戦
：
人
吉
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ（
人
吉
市
）　 

７-

３ 

準
決
勝
：
豊
野
ク
ラ
ブ（
宇
城
市
）　　
　
　

 
６-

３ 

決　

勝
：
エ
ン
ゼ
ル
実
年（
八
代
市
）　　
　

 
７-
０

11月21日（土）〜

完全勝利で頂点に立った選手たち

自分らしい人生の最後を考えて
「看取り」についての講演会

　

看
取
り
に
つ
い
て
の
講
演
会
が
11
月
23
日
に
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、約
１
５
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
は
人
生
の
最
後
ま
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
続
ら
れ
る
よ
う
に
と
湯
前
、多
良
木
、水
上
の
３
町

村
と
上
球
磨
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
主
催
。
公

立
多
良
木
病
院
の
緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師
、渕
田
ル

ミ
子
さ
ん
が「
自
分
ら
し
い
人
生
最
終
章
の
考
え
方

〜
地
域
で
育
む
エ
ン
ド
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
ケ
ア
〜
」の

演
題
で
講
話
し
ま
し
た
。
渕
田
さ
ん
は「
治
す
だ
け

で
な
く
、ど
こ
で
人
生
の
最
後
を
迎
え
た
い
か
な
ど

今
の
う
ち
か
ら
家
族
や
大
切
な
人
と
話
し
合
う
こ
と

が
大
事
」と
参
加
者
に
訴
え
、参
加
者
は「
自
分
も
人

生
の
最
後
の
準
備
を
し
た
い
」な
ど
と
感
想
を
残
し

て
い
ま
し
た
。

参加者に前もって話し合うことの大切さを説いた渕田さん

11月23日（月）
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湯前町からのおしらせ
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　　 先月分　　　 今月分　
　　 昨年の 11 月分

粗
大
ご
み
（kg）

６２，１７０

燃
え
る
ご
み
（kg）

+２, ６９０

+２１０

１, ０４０

+１, ３７０

一人一人の意識が、ごみを変えていきます。ご協力をお願いします。

燃
え
な
い
ご
み
（kg）

リ
サ
イ
ク
ル
品
（kg）

有
害
ご
み
（kg）

６４，１００

５９，４８０

３, ７８０

４, ０８０

３, ５７０

１３，８６０

１４，６６０

１２，４９０

３０EC
O
LO
G

12 月の
ごみ情報

11月末人口：4,165人

４００

３０

リサイクルステーションからのお願い！

＊�リサイクルは、「きれいなもの」が基本です。
＊�汚い物、不燃物は持ち込まないよう、きちんと分別をお願
いします！
※１月の不燃物収集は

６日と20日です。（第１・第３水曜日）
※1月11日（月）祭日は、町委託業者のみの収集になります。

中央公民館図書室

○平日８：30〜17：00
○土日・祭日９：30〜17：00
　※貸出期間は２週間で、
　一人５冊まで。
　〈お問い合わせ〉中央公民館
　（TEL 0966-43-2050）

読書
　の
　ススメ

本屋さんのダイアナ
柚木 麻子（著）　 新潮社

赤ちゃんにもママにも優しい安眠ガイド
清水悦子（著）, 神山潤 （監修）、かんき出版

私の呪いを解けるのは、私だ
け。「大穴」という名前、金色
に染められたパサパサの髪、
行方知れずの父親。自分の全
てを否定していた孤独なダ
イアナに、本の世界と同級生
の彩子だけが光を与えてく
れた。正反対の二人は、一瞬
で親友になった。そう、“腹心
の友”に―。

少女から大人への輝ける瞬間、
強さと切なさをつむぐ長編小説

赤ちゃんがぐっすり
眠る魔法の習慣。日
本人の生活スタイル
に合わせた、赤ちゃ
んとママのための睡
眠改善方法。

同じように夜泣きに悩む
ママたちへ伝えたい

これくらいのおべん
とうばこにおにぎり
おにぎりちょいとつ
めて…みんなの大好
きなわらべうたが絵
本として登場

おべんとうばこのうた
さいとう しのぶ （著, イラスト）

ひさかたチャイルド

みんなの大好きなうたが絵本に！？力を結集し “ 災い ” に立ち向かう！

時は元禄、東北の山間の仁谷
村が一夜にして壊滅状態に
なる。となり合う二藩の因
縁、奇異な風土病をめぐる騒
動…不穏さをはらむこの土地
に“怪物”は現れた。仁谷擁
する香山藩では病みついた小
姓・直弥や少年・蓑吉らが、香
山と反目する永津野藩では専
横な藩主側近の弾正や心優し
きその妹・朱音らが山での凶
事に巻き込まれていく。

荒神 　宮部みゆき（著）、朝日新聞出版

新年明けまして
　おめでとうございます

　平成27年に湯前町民が出したごみの量は一
人あたり182.5㌕。人吉・球磨郡内では錦町の
次いで10市町村中6位でした。
　ごみ袋一つで130円かかりますが、このごみ
の処理に町民一人あたり12,381円かかって
います。

ことしも4日からごみ収集が始まりました。
年末・年始のごみは、分別・リサイクルできましたか？

「ごみ分別」 「ごみを出さない工夫」「買い物の工夫」で
「ごみ減量」にご協力をお願いします。
町民の皆さん一人一人のご理解とご協力でごみの負担
金を減らすことができます。

年間

12,381円

一人あたり

　一人1日みかん1個分（102g）のごみを減らすと１位の水上村
（145㌕）に並びます。生ごみの水切りや食べ残し対策、リサイク
ルを実践しましょう！ ２カ月間、湯前の皆さんと活動します！

B&G財団から湯前へ　木
き む ら

村 康
やすゆき

幸さん（30＝愛媛県出身）
はじめまして！B&G財団（東京）から来ました木村康幸です。1月8日（金）から2カ月
間、湯前町B&G海洋センターにお世話になります。目的は海洋センターを中心とした
「コミュニティ作り」！海洋センターの皆さんと新しい事業に取り組みます。皆さんか
らのアイデアも募集しています。スポーツ以外の事業も大歓迎です。「こんな事業が
あったらうれしい」など、ご意見がありましたら、ぜひ海洋センターまでおいでいただ
き、話を聞かせてください。

公認奥球磨ロードレース当日で交通規制がかかります。
沿線以外でも交通渋滞や混雑が予想されます。迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。

※コースにつながる道路も交通規制がかかることがあります。
※安全を保つため、予告なしに交通規制の時間や場所が変わることがあります。
※産交バスは通常どおり運行する予定ですが、湯前駅周辺が混雑するため、10分ほど遅れる可能性があります。

9：10〜12：00
国道388号線 ▶（水上村役場〜岩野小学校交差点）

10：50〜11：30
県道43号線 ▶（湯前町役場〜国道219号線）

10：50〜12：00
国道219号線 ▶（多良木町 駅前交差点〜湯前町　時の公園前交差点）

奥球磨ロードレース大会
実行委員会事務局

（B&G海洋センター）まで
お尋ねください。
℡0966−43−4555

交通規制のお知らせ

国道219号（多良木〜湯前間）などが
全面通行止めになります

AM10：50〜12：00まで1月
17日

ご不明な点は

〈規制場所と時間〉

５K折返

水上村役場

上球磨消防署
東分署

岩野小学校
国道388号

ハーフ第１
折返し

10K折返

湯前町役場

湯前駅
新鶴羽駅

東多良木駅
多良木町役場

ハーフ第２
折返し

永昌寺
正念寺

国道219号
湯前郵便局

多良木町−水上村迂回路
（県道33号人吉木上線）

多良木町−湯前町迂回路
（県道平松植木線）

至 人吉

くま川鉄道

至 日向

INFORMATION
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香
典
返
し

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

た
ん
じ
ょ
う

お
め
で
と
う（
う
ぶ
ご
え
）

編集後記
editorial note

▼
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
昨
年
も
町
内
各
地
で
取
材
に
協
力

し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
と
し
も
各
地
で
見
か
け
た
ら

一
声
か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

▼
球
磨
一
周
駅
伝
の
撮
影
を
し
ま
し
た
。

た
す
き
を
渡
す
瞬
間
、勝
負
は
一
瞬
。
一
発

勝
負
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
負
け
、自
分
の
町

よ
り
、ほ
か
の
市
町
村
の
選
手
の
方
が
良

く
撮
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
と
し
は
メ
ン
タ

ル
を
一
か
ら
鍛
え
直
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
今
回
の
特
集
で
は
湯
前
で
暮
ら
す
人
た

ち
の
思
い
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
自
身
、一
度
町
の
外
に
出
て
、湯
前

に
戻
り
、
今
の
仕
事
に
就
い
て
い
ま
す
。

偶
然
に
も
弟
も
同
じ
年
に
帰
郷
し
、湯
前

で
働
い
て
い
ま
す
。
都
会
と
比
べ
る
と
な

い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
以
上
に
帰

り
た
く
な
る
よ
う
な
何
か
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
湯
前
で
暮
ら
し
て
い
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
同
じ
よ
う
な
気
持

ち
を
持
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
、私
も
湯
前

の
こ
と
を
た
く
さ
ん
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
（
○宏
）

［今月の表紙］
21チームが激突した球磨一周駅伝。
湯前は3チームが出場しました。「勝
ちたい。町のため、チームのために、
自分のために」。強い気持ちを持っ
て、全員が一秒でも速くたすきを渡
そうと、全身の力をふりしぼり人吉
球磨の大地を駆け抜けていました。

♥
落
合
　
英
一
（
多
良
木
町
）

愛
甲
　
美
由
紀
（
瀬
戸
口
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

保
護
者
名

黒く
ろ
き木

　
岳が

く

優
士

（
瀬
戸
口
）

椎し
い
ば葉

　
咲さ

く
ま守

祐
介

（
中
猪
）

伊い
と
う藤

　
友と

も
や也

賢
一
郎
（
野
中
田
１
）

村
上
　
正
八

（
浅
鹿
野
）

今
田
　
直
生

（
下
染
田
）

濱
川
　
袈
男

（
野
中
田
２
）

中
島
　
裕

（
下
里
）

前
田
　
文
子
（
あ
さ
ぎ
り
町
）

下
川
　
ツ
ユ
子
（
上
里
２
）

村
上
　
タ
エ
（
浅
鹿
野
）

今
田
　
智
之
（
下
染
田
）

東
　
キ
ヨ
子
（
野
中
田
２
）

森
崎
　
勝

（
浅
鹿
野
）

保健師だより インフルエンザの症状や

予防方法を知って、

かからないようにしましょう

戸籍の窓
平成27年11月1日〜11月30日届出分

♥
齋
藤
　
慎
一
郎
（
熊
本
市
）

那
須
　
智
子
（
田
上
）

がまだすっ！
〈団長 瀧森 道太〉−湯前町青年団だより−

Topicks

VOL.5

11・12月のわだい
を紹介します

11/3
町民文化祭
舞踊・合唱出場&うどんバザー

青年団情報 NEW INFORMATION
YUNOMAE SEINENDAN

2 0 1 6

夢の全国大会出場で最高
の賞を受賞しました。応
援 や 支 援 を た く さ ん も
らった分、これから地域
のためにたくさん活動し
ていきます。ありがとう
ございました！

1 月　熊本県青年問題研究集会
1 月 24 日　青年団駅伝
1 月 31 日　里宮奉納ミニサッカー大会

11/8
漫画フェスタ
バザー

11/15
第64回全国青年大会
※郷土芸能部門で最優秀賞

11/28
あさぎり町&相良村青年団との交流会

11/29 社協誕生会
12/12 全国大会報告会

事務局・会計
右田 千晴 （21 ＝下村）

舞踊や合唱、伝統芸能などなかなか経験できな
いことができます！一緒に活動しませんか？
女子団員大歓迎です♪

　明けましておめでとうございます。年が明け、寒さも深まってきて、感染症がはやりや
すい時期になりました。特にインフルエンザの感染力はとても強く、日本では約10人に
一人が感染しています。インフルエンザをよく知ってかからないようにしましょう。

インフルエンザと普通の風邪はどうちがうの？

風邪 インフルエンザ

症　状 のどの痛み、鼻水、くしゃみや咳な
ど局所症状。

38度以上の高熱、頭痛、関節痛、筋肉痛な
ど全身の症状が突然あらわれます。

流行の時期 １年を通して、ひくことがありま
す。

流行のピークは1月〜2月。4月、5月ま
で散発的にはやることもあります。

　①流行前に予防接種を受ける
　②せきエチケット
　　せきやくしゃみで出る小さな水滴から感染します。
　　•�せきやくしゃみが出るときはマスクをしましょう。
　　•�手のひらでせきやくしゃみを受け止めたときは、

すぐに手を洗いましょう。
　③外出したあとの手洗い
　　アルコール製剤での消毒も効果があります。
　④栄養と睡眠を十分にとり、抵抗力を高める
　⑤人混みや繁華街への外出を控える

　インフルエンザの治療には、抗インフル
エンザウイルス薬というものがあります。
•�医師から薬が処方されたら指示を守って
使ってください。
•�症状がある間は水分をとってください。
汗をかいたときや脱水症状の予防のため
にもこまめに水分補給しましょう。

Q1

インフルエンザにかからないためには？Q2

インフルエンザは
どうやって治すの？

Q3

参考：厚生労働省　（文責：横矢和美）
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発
行
/
湯
前
町
役
場
総
務
課
 〒
8
6
8
-0
6
2
1
  熊
本
県
球
磨
郡
湯
前
町
1
9
8
9
-1

発
行
日
/
平
成
2
8
年
１
月
４
日
　
印
刷
/
㈲
ソ
ー
ゴ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

y unom
ae

Vol.415
JA

N
.2016

01

湯
前
町
広
報
誌

活き活きと輝き、誇れるまちゆのまえ

広報ゆのまえ1月号
※ご意見投稿はこちらから TEL 0966-43-4111  FAX 0966-43-3013

URL http://www.town.yunomae.lg.jp/

あ
な
た
が
描
く
未
来
予
想
図
は
―
。

自然の豊かさ、人の温かさがあふれているまちへー。

そう願い、町出身の風刺漫画家が残した一枚の絵。

胸の中にある思いを形にすることで生まれるチャンス。

自分のため、家族のため、まちの子どもたちのために。

これからあなたはどんな未来予想図を描きますか？

那須 良輔 作 「湯前町の未来予想図」


